
大学改革実行プランと平成25年度予算概算要求や制度改正等の措置・検討について

大学改革実行プラン(6/5)
● 平成25年度概算要求主要事項

１ 国公私立大学を通じた大学教育改革の支援【696億円】

● その他システム改革

大学改革実行ﾌﾟﾗﾝを踏まえた概算要求・ｼｽﾃﾑ改革

１ 大学教育の質的転換と大学入試改革 ◆ 大学教育の質的転換

資料６－２
中央教育審議会

大学分科会（第110回）
Ｈ２４．１０．２９

２．グローバル化に対応した人材育成
・ 拠点大学の形成・学生の双方向交流の推進等

・ 産学協働によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ人材

１．国公私立大学を通じた大学教育改革の支援【696億円】

うち重点要求301億円

・大学教育の充実と質の向上 【55億円】

２．大学の国際化と学生の双方向交流の推進 等
うち重点要求292億円

１．大学教育の質的転換と大学入試改革
・学修時間の飛躍的増加、学修環境の整備

◆ 大学入試改革

高校教育・大学教育を通じた大学入試改革につい
て中教審で審議ｽﾀｰﾄ【H24.8～】

◆ 大学教育の質的転換

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に
向けて」（中教審答申、H24.8）、これを踏まえた具体的
改革を推進

の育成推進

３．地域再生の核となる大学づくり（ＣＯＣ
(Center of Community)構想の推進）

４ 研究力強化

点要求 億円

・大学教育のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化のための体制整備 【113億円(再掲)】

・学生の双方向交流の推進 【362億円】

・世界的なﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ大学院の構築等 【369億円(再掲)】

て中教審で審議ｽﾀ ﾄ【 】

３．地域再生の核となる大学の形成
【42億円(再掲)】 重点要求 ★新規４．研究力強化

：世界的な研究成果とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出

４．世界で戦える「リサーチ・ユニバーシティ」の増強 【217億】
うち重点要求104億円

・研究大学強化促進費 【105億円】 ★新規

科学技術システム改革経費（ﾃﾆ ｱﾄﾗｯｸ普及 定着事業等） 【112億】

５．国立大学改革
・国立大学改革の先行実施

◆ 国立大学改革の先行実施
国立大学強化推進事業【138億円：H24予算】

◆ ミッションの再定義
国立大学改革基本方針【H24年度中】

【42億円(再掲)】 重点要求 ★新規

地域再生の拠点としての大学の機能強化を促進

・科学技術システム改革経費（ﾃﾆｭｱﾄﾗｯｸ普及・定着事業等） 【112億】・国立大学改革の先行実施
・ミッションの再定義
・多様な大学間連携の制度的選択肢の検討
（一法人複数大学（アンブレラ方式）等）

・財務上の規制緩和の検討

◆ ミッションの再定義
国立大学改革プラン【H25年央】

◆ 多様な大学間連携の制度的選択肢の検
討（一法人複数大学（アンブレラ方式）等）

５．国立大学改革の推進 【11,527億円】うち重点要求637億円

・国立大学法人運営費交付金 【11,267億円】

・国立大学改革促進補助金 【170億円】 ★新規
組織運営システム改革促進、分野別トップレベルの

学科 専攻等への重点化促進

６．私立大学改革、多様な人材育成への支援など

私学の振興 【3,863億円】 うち重点要求200億円

◆ 財務上の規制緩和の検討

◆ 税制改正

多元的資金調達を推進するためのH25年度税制改
正要求、寄附促進ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの更なる展開

学科・専攻等への重点化促進

・大学教育研究基盤強化促進費 【90億円】 ★新規
各大学のニーズに応じ、基盤的設備・最先端設備の整備費を重点配分

私立大学等改革総合支援事業による重点支援

・私立大学等経常費補助 【3,345億円】

・私立学校施設・設備の整備の推進 【 473億円】

・私立大学等教育研究活性化設備整備事業 【 45億円】

７ 学生が安心して学べる環境の実現 【1 753億円】

６．財政基盤の確立とﾒﾘﾊﾘある資金配分の実施
・大学の積極的経営を促進・支援

・公財政支援の充実とメリハリある資源配分

・多元的な資金調達の促進

７．大学改革を促すシステム・基盤整備
・ 大学情報の公表の徹底（大学ポートレート）、評価制度の抜本改
革、客観的評価指標の開発
質保証の支援のための新たな行政法人の創設

７．学生が安心して学べる環境の実現 【1,753億円】
うち重点要求834億円

・大学等奨学金事業の充実と健全性確保 【1,317億円】

・国立大学・私立大学の授業料減免等の充実 【435億円】

◆ 大学ポートレート
大学ポートレート準備委員会において具体的検討

を実施(H24.2第1回)。H24年度中に先行運用を開始
し、H26年度から本格運用に移行。

◆ 評価制度の改革等
有識者等による検討、適宜大学分科会で審議

【重点要求（上記関係部分抜粋）】
○安心して教育を受けることができる「学びのｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ」の構築

・ 質保証の支援のための新たな行政法人の創設

８．大学の質保障の徹底推進
・ 設置基準・設置認可審査・ｱﾌﾀｰｹｱ・認証評価・学校教育法による是正措
置を通じた質保証のためのﾄｰﾀﾙｼｽﾃﾑの確立

・ 経営上の課題を抱える学校法人について、詳細分析・実地調査・経営指
導により早期の経営判断を促進する仕組みの確立

有識者等 る検討、適宜大学分科会 審議
【H24～】

◆ 質保証のための新独法の創設
H26.4創設予定の新独法創設に向けた法案

化等検討

◆ 質保証のトータルシステム、早期の経営判断
を促進するシステムの検討実施【H24～】

安 教育を受 学 ｨ 」 構築

・全ての若者に就学機会を確保する大学等奨学金事業 834億円 ・私立高等学校等経常費助成費等補助 51億円

○社会の変革のエンジンとなる大学づくり
・国立大学改革推進のための基盤的経費のメリハリある配分 340億円
・世界の学術フロンティアを先導する国立大学等における国際研究力の強化 297億円
・私立大学等改革総合支援事業 200億円 ・地域再生の核となる大学の形成 42億円
・超高齢社会及びメディカル・イノベーションに対応した医療人養成事業 45億円

○世界に飛躍するグローバル人材の育成
・リーディング大学院の構築等による世界を牽引する博士人材の養成 193億円 ・大学の世界展開力強化事業 21億円
・日本人学生の海外派遣と留学生短期受入れ 78億円

○我が国の研究力・研究開発基盤の強化促進
・世界に冠たるリサーチ・ユニバーシティ群の確立を促進する研究力強化プログラム 104億円


